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１．2027年３月期第２四半期（中間期）の連結業績（2026年４月１日～2026年９月30日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年中間期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する中間純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2027年３月期中間期 28,782 26.8 3,463 21.1 3,604 22.2 2,518 23.1
2026年３月期中間期 22,698 3.9 2,860 68.5 2,950 82.9 2,046 110.3

(注) 包括利益 2027年３月期中間期 2,677百万円( 11.9％) 2026年３月期中間期 2,393百万円( 60.9％)

１株当たり
中間純利益

潜在株式調整後
１株当たり
中間純利益

円 銭 円 銭

2027年３月期中間期 64.48 －
2026年３月期中間期 52.41 －

(注) 2026年４月１日付で普通株式１株につき５株の割合で株式分割を行っております。前連結会計年度の期首に当

該株式分割が行われたと仮定して、「１株当たり中間純利益」を算定しております。

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2027年３月期中間期 52,474 33,637 64.1
2026年３月期 49,973 31,840 63.7

(参考) 自己資本 2027年３月期中間期 33,637百万円 2026年３月期 31,840百万円

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2026年３月期 － 64.00 － 116.00 180.00
2027年３月期 － 18.00
2027年３月期(予想) － 25.00 43.00

(注)１.直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ：無

２.2026年４月１日付で普通株式１株につき５株の割合で株式分割を行っております。2026年３月期については

当該株式分割前の実際の配当金の額を記載しております。

３．2027年３月期の連結業績予想（2026年４月１日～2027年３月31日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 62,000 29.9 7,400 23.1 7,600 22.7 5,200 19.3 133.08

(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ：無



※ 注記事項

（１）当中間期における連結範囲の重要な変更 ： 無

新規 －社（社名） － 、除外 －社（社名） －

（２）中間連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数 (自己株式を含む) 2027年３月期中間期 39,721,015株 2026年３月期 39,721,015株

② 期末自己株式数 2027年３月期中間期 646,030株 2026年３月期 659,670株

③ 期中平均株式数（中間期） 2027年３月期中間期 39,065,101株 2026年３月期中間期 39,043,851株

(注) 2026年４月１日付で普通株式１株につき５株の割合で株式分割を行っております。前連結会計年度の期首に当該

株式分割が行われたと仮定して、「期末発行済株式数」、「期末自己株式数」及び「期中平均株式数」を算定し

ております。

※ 第２四半期（中間期）決算短信は公認会計士又は監査法人のレビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

（将来に関する記述等についてのご注意）

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び
合理的であると判断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のもので
はありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。
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１．経営成績等の概況

（１）当中間期の経営成績の概況

当中間連結会計期間におけるわが国経済は、雇用・所得環境の改善を背景に個人消費や設備投資に持ち直しの

動きがみられ、景気は緩やかな回復基調で推移いたしました。一方で、金融・為替市場、原材料・エネルギー価

格の変動や中東情勢をはじめとする地政学的リスクの高まりなど、依然として先行き不透明な状況が続いており

ます。

このような環境のなかで、当社グループは、長期ビジョン「RasaVision2033」を掲げており、当年度は、この

ビジョン実現に向けた“種まき”の期間（フェーズ１）と位置づける「中期経営計画2026（2024年度～2026年

度）」の最終年度として、引き続き「経営資源の最適化と収益力強化を推進し、企業価値向上への基盤強化を図

る」ことを基本方針とし、キャッシュアロケーションに基づいた適切な資源配分による資本効率の向上と、コア

事業の収益力強化及び成長事業の拡大による資本収益性の向上に注力いたしました。これらに加え、環境・社

会・ガバナンスにおけるマテリアリティ（重要課題）への対応やDXの推進にも注力し、企業価値の向上に取り組

んでまいりました。

この結果、当中間連結会計期間の売上高は、287億82百万円（前年同期比26.8％増）、営業利益34億63百万円

（前年同期比21.1％増）、経常利益36億４百万円（前年同期比22.2％増）、親会社株主に帰属する中間純利益は、

25億18百万円（前年同期比23.1％増）となりました。

当社グループのセグメント別の概況は、次のとおりであります。

①化成品事業

リン酸などのリン系製品につきましては、国内・海外向け半導体向け高純度リン酸、及び購入品販売が堅調

に推移し、増収となりました。

凝集剤関連製品につきましては、上水道向け製品が堅調に推移し、増収となりました。

その他製品につきましては、コンデンサー向け原料が堅調に推移し、増収となりました。

この結果、当セグメントの売上高は、246億56百万円（前年同期比28.8％増）、セグメント利益は、31億58百

万円（前年同期比16.5％増）となりました。

②機械事業

建設機械につきましては、破砕機等の部品販売がやや低調であるものの、プラント販売や電子ビーム溶接加

工が堅調に推移し、増収となりました。

土木機械につきましては、掘進機のレンタルが堅調に推移したものの、同販売が低調に推移したため、減収

となりました。

この結果、当セグメントの売上高は、19億29百万円（前年同期比13.5％増）、セグメント利益は、１億10百

万円（前年同期比29.4％増）となりました。

③電子材料事業

化合物半導体向け高純度無機素材につきましては、化合物半導体市況が堅調に推移したことから赤リン・イ

ンジウム、酸化ホウ素は増収となり、ガリウムはスポット販売もあり増収となりました。

この結果、当セグメントの売上高は、16億75百万円（前年同期比45.9％増）、セグメント利益は、６億19百

万円（前年同期比76.2％増）となりました。

④その他の事業

石油精製用触媒の再生事業は、減収となりました。不動産の賃貸は、ほぼ前年並みに推移しました。

この結果、当セグメントの売上高は、５億21百万円（前年同期比26.1％減）、セグメント利益は、３億33百

万円（前年同期比20.1％減）となりました。
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（２）当中間期の財政状態の概況

①資産、負債及び純資産の状況

当中間連結会計期間末における資産につきましては、流動資産が前連結会計年度末に比べて14億32百万円増

加し、260億78百万円となりました。この主な増減理由としては、受取手形及び売掛金が10億57百万円増加、棚

卸資産が３億75百万円増加、電子記録債権が３億40百万円増加した一方、現金及び預金が３億76百万円減少し

たことなどによるものであります。固定資産は前連結会計年度末に比べて10億68百万円増加したことにより、

263億96百万円となりました。この主な増減理由としては、有形固定資産が７億78百万円増加、投資有価証券が

１億74百万円増加したことなどによるものであります。

当中間連結会計期間末における負債につきましては、前連結会計年度末に比べて７億４百万円増加し、188億

37百万円となりました。この主な増減理由としては、流動負債のその他（前受金など）が６億39百万円増加、

支払手形及び買掛金が４億94百万円増加、固定負債のその他（リース債務など）が２億98百万円増加した一方、

短期借入金及び長期借入金の合計が７億91百万円減少したことなどによるものであります。

当中間連結会計期間末における純資産につきましては、親会社株主に帰属する中間純利益を25億18百万円計

上、為替換算調整勘定が１億53百万円増加した一方、配当金の支払により９億６百万円減少したことなどから、

前連結会計年度末に比べて17億96百万円増加し、336億37百万円となりました。

この結果、当中間連結会計期間末における資産合計は524億74百万円となり、自己資本比率は64.1％となりま

した。

②キャッシュ・フローの状況

当中間連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計年度末に比べ

３億76百万円減少し、44億46百万円となりました。

当中間連結会計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動の結果得られた資金は25億30百万円となりました。主な内訳は、税金等調整前中間純利益36億４

百万円、減価償却費10億12百万円、売上債権の増加13億32百万円、棚卸資産の増加３億20百万円、仕入債務

の増加５億88百万円、その他負債の増加２億17百万円、法人税等の支払額９億95百万円などによるものであ

ります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動の結果使用した資金は12億４百万円となりました。主な内訳は、有形固定資産の取得による支出

10億93百万円などによるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動の結果使用した資金は17億30百万円となりました。主な内訳は、長期借入金の返済による支出10

億４百万円、配当金の支払額９億１百万円などによるものであります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

当第２四半期連結累計期間の実績及び今後の経済動向を勘案し、2026年５月14日に公表いたしました通期の連

結業績予想を修正しております。

詳細につきましては、2026年11月４日に公表いたしました「2027年３月期 第２四半期（中間期）及び通期連結

業績予想の修正並びに期末配当予想の修正（増配）に関するお知らせ」をご参照ください。
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２．中間連結財務諸表及び主な注記

（１）中間連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(2026年３月31日)

当中間連結会計期間
(2026年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 4,823 4,446

受取手形及び売掛金 9,798 10,855

電子記録債権 2,054 2,395

商品及び製品 3,666 3,955

仕掛品 1,242 1,488

原材料及び貯蔵品 2,725 2,565

その他 335 371

貸倒引当金 △0 －

流動資産合計 24,646 26,078

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 3,933 4,016

機械装置及び運搬具（純額） 4,855 7,362

工具、器具及び備品（純額） 1,015 1,246

土地 6,822 6,821

建設仮勘定 3,418 1,206

その他（純額） 111 280

有形固定資産合計 20,155 20,933

無形固定資産 48 44

投資その他の資産

投資有価証券 3,880 4,054

その他 1,246 1,366

貸倒引当金 △3 △3

投資その他の資産合計 5,123 5,417

固定資産合計 25,327 26,396

資産合計 49,973 52,474
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(2026年３月31日)

当中間連結会計期間
(2026年９月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 3,012 3,507

電子記録債務 673 781

短期借入金 3,814 3,788

未払法人税等 1,131 1,090

賞与引当金 519 575

業績連動報酬引当金 53 －

その他 1,997 2,637

流動負債合計 11,202 12,379

固定負債

長期借入金 3,693 2,928

退職給付に係る負債 2,566 2,560

その他 671 969

固定負債合計 6,930 6,457

負債合計 18,132 18,837

純資産の部

株主資本

資本金 8,443 8,443

資本剰余金 17 37

利益剰余金 21,262 22,875

自己株式 △317 △311

株主資本合計 29,406 31,043

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 260 271

繰延ヘッジ損益 19 1

為替換算調整勘定 1,766 1,919

退職給付に係る調整累計額 388 401

その他の包括利益累計額合計 2,434 2,593

純資産合計 31,840 33,637

負債純資産合計 49,973 52,474
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（２）中間連結損益計算書及び中間連結包括利益計算書

（中間連結損益計算書）

(単位：百万円)
前中間連結会計期間
(自 2025年４月１日
至 2025年９月30日)

当中間連結会計期間
(自 2026年４月１日
至 2026年９月30日)

売上高 22,698 28,782

売上原価 17,351 22,683

売上総利益 5,346 6,099

販売費及び一般管理費 2,485 2,635

営業利益 2,860 3,463

営業外収益

受取配当金 19 16

受取地代家賃 16 16

持分法による投資利益 187 251

その他 34 27

営業外収益合計 257 312

営業外費用

支払利息 62 67

休止鉱山鉱害対策費用 63 69

その他 41 34

営業外費用合計 168 171

経常利益 2,950 3,604

税金等調整前中間純利益 2,950 3,604

法人税、住民税及び事業税 749 949

法人税等調整額 154 136

法人税等合計 903 1,085

中間純利益 2,046 2,518

親会社株主に帰属する中間純利益 2,046 2,518
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（中間連結包括利益計算書）

(単位：百万円)
前中間連結会計期間
(自 2025年４月１日
至 2025年９月30日)

当中間連結会計期間
(自 2026年４月１日
至 2026年９月30日)

中間純利益 2,046 2,518

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 46 10

繰延ヘッジ損益 2 △18

為替換算調整勘定 339 247

退職給付に係る調整額 1 13

持分法適用会社に対する持分相当額 △44 △93

その他の包括利益合計 346 158

中間包括利益 2,393 2,677

（内訳）

親会社株主に係る中間包括利益 2,393 2,677

非支配株主に係る中間包括利益 － －
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（３）中間連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：百万円)
前中間連結会計期間
(自 2025年４月１日
至 2025年９月30日)

当中間連結会計期間
(自 2026年４月１日
至 2026年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前中間純利益 2,950 3,604

減価償却費 875 1,012

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） △12 2

受取利息及び受取配当金 △21 △18

持分法による投資損益（△は益） △187 △251

支払利息 62 67

売上債権の増減額（△は増加） 313 △1,332

棚卸資産の増減額（△は増加） △610 △320

その他の資産の増減額（△は増加） △45 △36

仕入債務の増減額（△は減少） 110 588

その他の負債の増減額（△は減少） 394 217

その他 29 42

小計 3,858 3,576

利息及び配当金の受取額 21 18

利息の支払額 △63 △69

法人税等の支払額 △765 △995

供託金の預入による支出 △32 －

営業活動によるキャッシュ・フロー 3,019 2,530

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △2,000 △1,093

その他 △21 △110

投資活動によるキャッシュ・フロー △2,022 △1,204

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） － 200

長期借入金の返済による支出 △964 △1,004

配当金の支払額 △533 △901

その他 △20 △23

財務活動によるキャッシュ・フロー △1,518 △1,730

現金及び現金同等物に係る換算差額 57 27

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △463 △376

現金及び現金同等物の期首残高 5,054 4,823

現金及び現金同等物の中間期末残高 4,591 4,446
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（４）中間連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（セグメント情報等の注記）

Ⅰ 前中間連結会計期間(自 2025年４月１日 至 2025年９月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

(単位：百万円)

報告セグメント
その他
(注)１

合計
調整額
(注)２

中間連結
損益計算書
計上額
(注)３

化成品
事業

機械事業
電子材料

事業
計

売上高

顧客との契約から
生じる収益

19,143 1,699 1,148 21,991 706 22,698 － 22,698

外部顧客への売上高 19,143 1,699 1,148 21,991 706 22,698 － 22,698

セグメント間の内部
売上高又は振替高

10 － － 10 17 27 △27 －

計 19,153 1,699 1,148 22,001 723 22,725 △27 22,698

セグメント利益 2,711 85 351 3,148 417 3,566 △705 2,860

(注) １．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、石油精製用触媒再生及び不動産

の賃貸等を含んでおります。

２．セグメント利益の調整額△705百万円には、各報告セグメントに配賦していない全社費用△705百万円などが

含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費及び研究開発費であります。

３．セグメント利益は、中間連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

４．顧客との契約から生じる収益以外の収益の額については重要性がないことから、顧客との契約から生じる収

益と区分して表示しておりません。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

重要性が乏しいため記載を省略しております。
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Ⅱ 当中間連結会計期間(自 2026年４月１日 至 2026年９月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

(単位：百万円)

報告セグメント
その他
(注)１

合計
調整額
(注)２

中間連結
損益計算書
計上額
(注)３

化成品
事業

機械事業
電子材料

事業
計

売上高

顧客との契約から
生じる収益

24,656 1,929 1,675 28,260 521 28,782 － 28,782

外部顧客への売上高 24,656 1,929 1,675 28,260 521 28,782 － 28,782

セグメント間の内部
売上高又は振替高

6 － － 6 15 22 △22 －

計 24,663 1,929 1,675 28,267 537 28,804 △22 28,782

セグメント利益 3,158 110 619 3,888 333 4,221 △758 3,463

(注) １．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、石油精製用触媒再生及び不動産

の賃貸等を含んでおります。

２．セグメント利益の調整額△758百万円には、各報告セグメントに配賦していない全社費用△758百万円などが

含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費及び研究開発費であります。

３．セグメント利益は、中間連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

４．顧客との契約から生じる収益以外の収益の額については重要性がないことから、顧客との契約から生じる収

益と区分して表示しておりません。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

重要性が乏しいため記載を省略しております。


